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熊野古道アクションプログラムの見直しにかかるアンケート
　１　「熊野古道アクションプログラム３追記編」の３つの目標についての評価
熊野古道アクションプログラム３追記編（以下、「AP３追記編」）の「活動指針と具体的な取組」について、AP３追記編策定時（令和４年３月）と比較した評価を以下により、お答えください。
（１）目標１　「価値に気付く」

①　AP３追記編策定後、現在まで、「価値に気づく」という目標に対して、地域はどのように変化してきたと思われますか。
（ア）から（オ）の活動テーマごとの評価と全体的な評価について、それぞれ当てはまる番号を〇で囲んでください。
	主な活動テーマ
	１

前進した
	２

やや前進した
	３

変化
なし
	４

やや後退した
	５

後退した
	６

わからない

	（ア）本質の追及
（伊勢路に係る歴史や伝承等の研究の継続、大学との連携等による研究の強化、シンポジウムの開催等を通じた取組内容や成果の発信、スペイン・バスク自治州との連携など）
	１
	２
	３
	４
	５
	６

	（イ）地域活動や社会教育（地域住民が伊勢路や地域の歴史・文化を学んだり歩いたりする機会を増やす取組など）
	１
	２
	３
	４
	５
	６

	（ウ）学校教育
（学校行事における古道歩き、学ぶ機会の充実など）
	１
	２
	３
	４
	５
	６

	（エ）情報発信
（インターネットや出版物による本質的な価値の発信）
	１
	２
	３
	４
	５
	６

	（オ）拠点施設の活用
（古道センターでの情報・資料の収集や発信、来訪者と地域住民との交流、周辺地域や関係施設との連携、県外への情報発信の強化など）
	１
	２
	３
	４
	５
	６

	◆「価値に気づく」ための取組の全体的な評価
	１
	２
	３
	４
	５
	６


②　今後は「価値に気付く」ための取組をどうしていくのが地域にとって良いと思われますか。
	１．強化する
	２．やや強化する
	３．現状維持
	４．やや縮小する
	５．縮小する


③　②でそうお答えになった理由は何ですか。
	


　（２）目標２　「守り伝える」

①　AP３追記編策定後、現在まで、「守り伝える」という目標に対して、地域はどのように変化してきたと思われますか。
（ア）から（エ）の活動テーマごとの評価と全体的な評価について、それぞれ当てはまる番号を〇で囲んでください。
	主な活動テーマ
	１

前進

した
	２

やや前進した
	３

変化

なし
	４

やや後退した
	５

後退

した
	６

わからない

	（ア）守り伝える体制
（企業のCSR活動等の新たな担い手確保策の導入、古道の見回りや保全状況の情報収集および提供、保全活動への参加促進、語り部の担い手養成機会の充実、保存会、語り部の会等の関係団体間の連携、地域内外からの支援体制の強化、保全活動に係る資金確保など）

	１
	２
	３
	４
	５
	６

	（イ）啓発活動
（活動の顕彰、保存会や語り部の活動を知り、体験する機会の充実）

	１
	２
	３
	４
	５
	６

	（ウ）文化財保護
（文化財の適切な保存・管理、災害時の迅速かつ的確な復旧対応、追加登録に向けた活動の推進）

	１
	２
	３
	４
	５
	６

	（エ）文化的景観の保全
（良好な景観の維持・形成、知識・理解の向上のための有識者を招いたセミナー開催等、他の世界遺産登録地域との情報交換など）

	１
	２
	３
	４
	５
	６

	◆「守り伝える」ための取組の全体的な評価
	１
	２
	３
	４
	５
	６


②　今後は、「守り伝える」ための取組をどうしていくのが地域にとって良いと思われますか。
	１．強化する
	２．やや強化する
	３．現状維持
	４．やや縮小する
	５．縮小する


③　②でそうお答えになった理由は何ですか。
	


　（３）目標３　「伊勢路を結ぶ、地域を活かす」

①　AP３追記編策定後、現在まで、「伊勢路を結ぶ、地域を活かす」という目標に対して、地域はどのように変化してきたと思われますか。
（ア）から（オ）の活動テーマごとの評価と全体的な評価について、それぞれ当てはまる番号を〇で囲んでください。

	主な活動テーマ
	１

前進

した
	２

やや前進した
	３

変化

なし
	４

やや後退した
	５

後退

した
	６

わからない

	（ア）古道沿いの環境整備
（統一感のある案内板・道標の設置やトイレ・休憩施設等の整備、伊勢路全体のマップ作成などの情報提供、バリア情報の調査など）
	１
	２
	３
	４
	５
	６

	（イ）情報発信
（SNS、アプリなどを活用した情報発信、古道にまつわる伝承や文化財の情報提供など）
	１
	２
	３
	４
	５
	６

	（ウ）踏破の推進
（踏破向けの情報提供、踏破ウォークイベントによるPR、スタンプラリー等の仕掛けづくり、宿泊施設の情報集約とネットワーク化、歩く旅人の交流の促進など）
	１
	２
	３
	４
	５
	６

	（エ）地域の賑わい創出
（周辺スポットや体験プログラムの情報発信、特産品・名物の発掘・創出、地域住民のおもてなしの意識啓発、宿泊・休憩施設の充実とPR、交通アクセス・二次交通の充実、海外に向けた情報発信や受入態勢の充実など）
	１
	２
	３
	４
	５
	６

	（オ）地域間連携
（伊勢から東紀州地域までの保全や活用に取り組む関係者間の連携強化、三県における情報共有や連携強化など）
	１
	２
	３
	４
	５
	６

	◆「伊勢路を結ぶ、地域を活かす」ための取組の全体的な評価
	１
	２
	３
	４
	５
	６


②　今後は、「伊勢路を結ぶ、地域を活かす」ための取組をどうしていくのが地域にとって良いと思われますか。
	１．強化する
	２．やや強化する
	３．現状維持
	４．やや縮小する
	５．縮小する


③　②でそうお答えになった理由は何ですか。
	


２　今後の取組方向について
これまでの社会情勢の変化をふまえ、今後どのようなことに取り組めば、地域が良い方向に向かうと思いますか。
また、活動グループ、住民、事業者、行政それぞれで、または協働して、どのような取組に力点を置くべきとお考えですか。
	　
　



３　その他
　「熊野古道アクションプログラム」や熊野古道、世界遺産についてご意見やご感想がございましたらご記入ください。
	


あなたの所属する団体名、お名前、住所、連絡先をご記入ください。
（※内容をさらに詳しくお伺いする場合や、今後の連絡などに利用させていただきます）。

　所属する団体名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
　お名前：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　
　住所：　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　
連絡先：　電話　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
いただきました貴重なご意見等は、今後の取組の参考にさせていただきます。また、個人・団体が特定されない形で集計した上で、熊野古道協働会議及び関連する会議での検討資料として活用させていただきます。
ご協力ありがとうございました。










二次元コードから


でも回答できます





将来にわたって熊野古道伊勢路を保全・活用していくためには、まず地域住民が熊野古道の文化的景観としての価値を正しく理解し、日常的に関わることで、古道や自らが住む地域に愛着と誇りを持つことが重要です。また、次世代にもその価値を伝えていく取組を推進していくために、子どもたちが地域の歴史や文化を学ぶことができる環境づくりが不可欠です。


さらに、熊野古道伊勢路の価値を正しく情報発信し、また相互交流を図っていくことにより、地域外においても熊野古道伊勢路の価値の気づきを促し、文化的景観への理解、さらに保全・活用への意識の醸成を図っていきます。





熊野古道伊勢路の保全は、主に地域の人々によって継続的に行われてきましたが、保存関係者の高齢化に伴う担い手確保については、本協働会議に参画するすべての人がひとしく共有している喫緊の課題です。


次世代を担う新たな担い手を、地域の中だけでなく地域外からも含め、育成や確保していく必要があり、企業のCSR（社会的責任）活動による支援なども組み合わせる必要があります。また、財源についても、クラウドファンディングなどの新たな確保策を含め、あらゆる手法の導入を試みることも求められます。


保全団体のそれぞれの状況に応じて、多様な手法の中から選択し組み合わせて体制が構築できるように、関係者がさまざまな手法を共通に理解したうえで、検討していく必要があります。


伊勢路の本質的価値を伝え「現代の巡礼道」を目指すためにも、「保全」は本質的価値の基礎となるものです。





熊野古道伊勢路は、熊野へ向かう参詣者が一歩一歩たどった「熊野参詣道」の1 つです。現代においても、伊勢から熊野までを「通して歩く」ことによって、熊野古道の本質的な価値をより理解し、体感できるものと考えます。熊野古道伊勢路を訪れた人が、安全・安心に歩くことができ、また伊勢路を中心とした周辺地域の歴史や文化、風土を体感し、学ぶことができる環境整備が必要です。さらに、来訪者と地域住民の交流を促進することや来訪者の周遊性を高めることにより、地域の賑わい創出を図るとともに、来訪者が繰り返し訪れたいと思う地域づくりに向けて、関係者が役割を分担しながら取組を進めます。
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